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【実施報告・開催予定】学校図書館図書等の整備・拡充を求める各界連絡会

10月5日 、「学校図書館図書等の整備・拡充を求める各界連絡会」

を衆議院第一議員会館で開催しました。「学校図書館図書整備等５

か年計画」は1993年以降5年ごとに拡充され、学校図書館の充実に

向けた制度・政策の土台となっています。同計画の第５次は今年度で

終了となるため、来年度に向けて、立法府等に対し、改めて要望を伝え

ました。会の締めくくりには、参集した120名によってアピールが採択されま

した。配布資料などは、当機構ウェブサイトでご覧いただけます。
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【実施報告】高校生対象クイズ×読書イベント開催！ ゲストに伊沢拓司さん

【実施報告】アーカイブ配信中「歴史小説の魅力 直木賞作家2人が語る」

https://channel.nikkei.co.jp/211005mojikatsuji.html

日本経済新聞社との共催オンラインシンポジウム「歴史小説の魅力 直木賞作

家2人が語る」を10月5日に配信しました。冒頭に阿刀田高・当機構会長が挨

拶を述べた後、直木賞作家の安部龍太郎さんと、『星落ちて、なお』で2021年

に直木賞を受賞されたばかりの澤田瞳子さんが対談し、歴史小説の魅力と味わ

い方や、いま読んでおきたい本について語り合いました。現在「日経チャンネル」で

アーカイブ映像を配信中です。

ショーを実施。読書家としても有名な伊沢さんが、自身の読書体験を踏まえつつ、読む時・伝える時のポイントを

語りました。後日、当機構ウェブサイト上で、参加した高校生たちのインタビュー動画を公開します。

また、12月8日、衆議院議員会館にて各界連絡会を開催予定です（主催：学校図書館整備推進会議、

当機構）。詳細が決まり次第、当機構ウェブサイトで募集を開始いたします。ますますのご支援、ご賛同を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。

10月23日、イイノホール（東京都・内幸町）で高校生を対象に「最強“読

書脳”決定戦！解く！TALK！」を開催しました（主催：国立青少年教育

振興機構、主管：当機構）。読書・活字にまつわるトリビアを盛り込んだクイ

ズを通して、本への関心を高めることを目的とした当イベント。第一部のクイズ

大会では、参加者約70名が４択や早押しクイズなどに挑戦し、ゲストのクイズ

プレーヤー・伊沢拓司さんの解説も楽しみました。第二部では伊沢さんのトーク
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【開催予定】「親子で体験＝絵本の世界」全国３会場で実施

文部科学省が行なった調査では、自然体験や読書体験などの豊富な体験活動を子どもの頃に行なうことが、

その後の成長に良い影響を与えることが明らかになっています。そこで今年度、独立行政法人 国立青少年

教育振興機構の主催、当機構の主管で、読書体験と自然体験の重要性を伝えるイベントを以下の通り

全国３会場で実施いたします。

【開催予定】12/26オリンピックセンターで読書活動推進フォーラム

国立青少年教育振興機構の主催、当機構の主管で、読書活動推進フォーラム「読書で広がる世界」を開催

します。第一部はノンフィクション作家の柳田邦男さんの講演。第二部のシンポジウムでは、漫画家・文筆家の

ヤマザキマリさん、教育学者の秋田喜代美さん、学者芸人のサンキュータツオさんをパネリストに迎え、「読む」こ

とへの想い熱くを語っていただきます！ コーディネーターは絵本専門士で日本テレビアナウンサーの杉上佐智枝

さんが務めます。詳細は同封のチラシをご覧ください。聴講を希望される方は、事務局までご連絡ください。

▲島根会場チラシ

①島根会場

【日程】11月27日～28日

【場所】国立三瓶青少年交流の家

【対象】未就学児を含む親子20組

②静岡会場

【日程】12月11日～12日

【場所】国立中央青少年交流の家

【対象】小学校３～４年生を含む親子20組

③新潟会場

【日程】2022年1月29日～30日

【場所】国立妙高青少年自然の家

【対象】小学校1～2年生を含む親子20組

【開催予定】対談「教育の急激なデジタル化の問題を考える」をオンライン配信

あらゆる分野のDXが求められている昨今、IT技術の進化による急激な変革が人間の心身にもたらす影響につ

いて、国内外で様々な研究がなされています。GIGAスクール構想が進む中、教育現場への導入にはさらなる

熟考と議論が必要です。デジタル化に潜む恐ろしい事態を取り上げ話題となっている『デジタル・ファシズム』の著

者で国際ジャーナリストの堤未果さんと、手書きと電子機器との記憶の定着に関する研究結果を発表し、デジ

タル教科書に警鐘を鳴らしている東京大学大学院・言語脳科学者の酒井邦嘉教授の対談が実現！ 年内

にオンライン配信予定です。視聴申込などの詳細は、同封のチラシをご覧ください。


